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(57)【要約】
【課題】本発明は、複数の鉗子や内視鏡等のデバイスを
腹腔内で容易に使用でき、さらに気密性を十分に確保し
得る単孔式腹腔鏡手術用装置を提供する。
【解決手段】本単孔式腹腔鏡手術用装置は、略半球形状
または曲面形状のドーム本体部と、前記ドーム本体部の
上表面に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート
部と、前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器
具と連結・離脱可能な連結手段とを備えている。ドーム
本体部は、延伸可能な樹脂材料で形成され、その底部は
小切開創部に対して直接又は小切開創部創縁保護器具を
介して当接可能である。また、前記ポート部は、押圧す
ることで棒状部材を前記ドーム本体部内部に挿入可能な
受容部を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、
前記ドーム本体部の上表面近傍に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート部と、
前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器具と連結・離脱可能な連結手段とを備え
、
前記ドーム本体部は、延伸可能な樹脂材料で形成され、その底部は小切開創部に対して直
接又は小切開創部創縁保護器具を介して当接可能であり、
また、前記ポート部は、押圧することで棒状部材を前記ドーム本体部内部に挿入可能な受
容部を有する、ことを特徴とする単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項２】
前記ポート部は、前記受容部の周囲を囲んで前記ドーム部本体と前記受容部とを仕切って
連結する支持部を有し、該支持部は、前記受容部やドーム部本体より硬い、ことを特徴と
する請求項１に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項３】
少なくとも前記ドーム本体部と前記ポート部とは、シリコーン樹脂で形成される、ことを
特徴とする請求項１又は２に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項４】
前記ポート部の受容部は、１つ又は複数の切込みを設けた孔塞ぎ弁を形成し、前記ドーム
本体部の圧力が正圧となる方向に気密性が高い、ことを特徴とする請求項１～３のいずれ
か１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項５】
前記ドーム本体部の底部と前記小切開創部創縁保護器具とは、互いに締結位置で嵌合する
ようにそれぞれに設けられた凹部および凸部を嵌合わせることで締結する、ことを特徴と
する請求項１～４のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項６】
前記ドーム本体部は、透光性を有する、ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に
記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項７】
前記ドーム本体部と前記ポート部の一部が、前記ドーム本体部と前記ポート部の他部と比
較して摩擦が少ない、ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の単孔式腹腔
鏡手術用装置。
【請求項８】
前記ドーム本体部は、一つの前記ポート部が前記ドーム本体部の上表面上の略中心に配設
されている、ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用
装置。
【請求項９】
前記ポート部は、筒形状であり、前記ドーム本体部の表面から前記ドーム本体部の外側空
間に突出して形成される、ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の単孔式
腹腔鏡手術用装置。
【請求項１０】
前記ポート部は、筒形状であり、
前記ドーム本体部の表面から前記ドーム本体部の外側空間に突出して形成される、下端の
開口部が前記ドーム本体部内部空間に位置決めされている、ことを特徴とする請求項１～
８のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項１１】
前記ポート部は、前記ポート部の内部軸方向に入れ子状に配設される中空形状のガイド部
材を備える、ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術
用装置。
【請求項１２】
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前記小切開創部創縁保護器具は、
前記ドーム本体部を密封状態で担持して該棒状部材を腹腔内まで案内する単孔式腹腔鏡手
術用の腹腔内案内装置であって、
小切開創部の表面に設置され、前記ドーム本体部に接続される環状部材と、
該環状部材内に挿入されて外部から腹腔内まで連通させる膜材で形成された筒状部材とを
備えており、
該記筒状部材は、
腹腔側の端部近傍以外は伸縮可能な材質で構成され、一方、腹腔側の端部近傍は堅い材質
で構成されてその径が裾広がり状に拡大しており、
また、前記環状部材は、
前記筒状部材の外部側の端部の径よりもその径が大きく、前記ドーム本体部及び筒状部材
よりも堅い材質で形成され、外周に、前記筒状部材の外部側の端部を引っかけることがで
きる溝部分と、前記ドーム本体部の開口部を雌又は雄として外側から結合し得る雄部分又
は雄部分とを有する。
ことを特徴とする、腹腔内案内装置。
【請求項１３】
前記筒状部材の外部側の端部は、外側に折り返して伸ばすことで径を拡大させることが可
能であり、
前記環状部材の溝部分は、前記筒状部材の折り返した部分を外部側から引っかけることが
可能な環状の溝を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１４】
前記筒状部材の外部側の端部は、径方向にそのまま伸ばして拡大させることが可能であり
、
前記環状部材の溝部分は、外周に、拡大させた筒状部材の端部を腹腔側から引っかけるこ
とが可能な環状の溝を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２か１３のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１５】
前記環状部材は、ゴムを含む樹脂材料であることを特徴とする、請求項１２～１４に記載
の腹腔内案内装置。
【請求項１６】
前記腹腔内案内装置の一部が、前記腹腔内案内装置の他部と比較して摩擦が少ないことを
特徴とする請求項１２～１５のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１７】
前記腹腔内案内装置の内側が、前記腹腔内案内装置の他部と比較して摩擦が少ないことを
特徴とする請求項１２～１６のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１８】
前記ポート部分は、略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、
前記ドーム本体部の上表面近傍に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート部と、
前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器具と連結・離脱可能な連結手段とを備え
、
前記ドーム本体部は、伸ばすことと捻ることが可能な樹脂材料で形成され、その底部は開
口部を形成し、該開口部を雌として外側から前記環状部分の腹腔側底部に結合し得る雄部
分を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２～１７のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１９】
前記単孔式腹腔鏡手術用装置は、前記小切開創部創縁保護器具が請求項１２に記載の腹腔
内案内装置である、ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の単孔式腹腔
鏡手術用装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
本発明は、複数の鉗子や内視鏡等のデバイスを腹腔内で容易に使用でき、さらに気密性を
十分に確保し得る単孔式腹腔鏡手術用装置と、単孔式腹腔鏡手術において複数の鉗子や内
視鏡等のデバイスを挿入するポート部に適用してアクセスデバイスを腹腔内まで案内する
腹腔内案内装置にも関する。
【背景技術】
【０００２】
従来より胆嚢摘出等の腹部臓器に対する手術として腹腔鏡手術が行われているが、近年、
開腹しないことによる人体への低侵襲性から急速に普及している。一般に腹腔鏡手術は手
術の難易度に応じて代表的には３本から６本のポートと呼ばれる５ｍｍ径、または１０ｍ
ｍ径の筒を腹壁に突き立て、二酸化炭素で腹腔内を気腹しテレビモニタを見ながら手術を
行うものである。したがって、どうしても腹部に数か所の傷跡が残ることになるだけでは
なく、開腹手術ほどではないがいまだ術後の疼痛も残存する。
【０００３】
そこで次世代の手術としてさらに腹壁の切開を減らすべく開発されてきたのが、単孔式腹
腔鏡手術である。単孔式腹腔鏡手術は、臍の「一か所」の小切開から、鉗子や内視鏡等複
数のデバイスを挿入して手術を行うことができる。
【０００４】
また、単孔式腹腔鏡手術に限らず腹腔鏡手術では、術野を確保するために腹腔内に空間を
もたせる必要があり、このため気腹用ガスを腹腔内に送気・充填し、腹腔をテント状に膨
満させる必要がある。したがって、腹腔鏡手術においては、体外との気密性を保ちつつ複
数のデバイスの操作や抜挿を容易にしたいという外科医の要望が強い。
【０００５】
これに関して、従来の単孔式腹腔鏡手術では、小切開（以下、「小切開創部」）に腹腔内
へのアクセスデバイスを配設する方法がいくつか提案されてきた。例えば、特許文献１（
国際公開ＷＯ２００５／０８７１１２号公報）では、単孔式腹腔鏡手術における小切開創
部に配設する腹腔内へのアクセスデバイスが提供されている。このアクセスデバイスは、
単孔式腹腔鏡手術において小切開創部に配設することで腹腔内と体外との気密性を確保し
、鉗子等のデバイスを着脱可能にし得るものである。
【０００６】
この特許文献１のアクセスデバイスは、術中の鉗子等の干渉防止や耐久性の確保を重視す
るために各ポート部や本体部が鉗子等の傾斜を受け付ける程度の可撓性しか認めていない
。また、このことが気密性確保にも必要であるとの考えも開示されている。しかしながら
、本発明者は小切開創部における気密性の確保にアクセスデバイスの硬さは必須事項では
なく、鉗子等のデバイスも干渉を回避しながら各デバイスの位置の変更のし易さを重視す
ることこそが必要であり、これによる手術時間の短縮化も図ることできるという知見を得
ている。
【０００７】
そこで、現在、単孔式腹腔鏡手術のためのアクセスデバイスとして、気密性と脱着性を保
持しつつ、より細かな作業をスムーズに効率良く行え、腹腔鏡用以外の一般的手術器具も
簡便に使用できるものが求められている。
【０００８】
また、上記従来のアクセスデバイスの問題点を解消する手術方法として、非特許文献１に
示すように手術用手袋を活用し、手術担当の外科医が自作のアクセスデバイスとする手術
方法（以下、「手袋法」）も存在する。手袋法の場合、アクセスデバイスとしての柔らか
さとこれによる鉗子等の位置変更のし易さ等は担保し得る。しかしながら、手袋法では、
鉗子等を挿入するポート部を手袋の各指を切断し、そこに鉗子等を挿入した状態で縛って
気密性を確保するため、各鉗子等のデバイスを補助なく外科医単独で抜挿し難いという問
題が残る。
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【０００９】
上記特許文献１のアクセスデバイスや手袋法において、単孔式腹腔鏡手術用装置は小切開
創部創縁保護器具等の台座に連結させて使用されることが前提であり、台座は密封状態で
単孔式腹腔鏡手術用装置を小切開創部に位置決めしながら鉗子等を腹腔内に案内する機能
を有することが望まれる。
【００１０】
台座には、特許文献２のような従来品があるが、これは腹腔の外側のリングと腹腔側リン
グとの間に薄膜の筒部を設けたものである。外側リングの開口部が弁状であることから、
鉗子や手などによる腹腔内にアクセスを、弁を通して行うことにより腹腔内の機密性を確
保するものである。しかし、この従来品はその性質上、鉗子等のデバイスが挿入する際に
弁に接触するため、摺動性及び視認性の確保が困難であるという問題があった。
【００１１】
また、特許文献３のような従来品もあるが、これは外側リングと腹腔側リングとの間に同
径薄膜の筒部を設け、外側リングを巻き込んでテンションや長さを調整するものであり、
腹腔の外側リングもリング径の開口部を有するものである。
しかしこの従来品は、ポート部との連結が想定される箇所（外側リング）の可撓性が大き
く、鉗子等の位置変更や着脱の簡易さに対応するために可撓性を必要とするポート部と連
結させる際に、可撓性の差を設けることが難しく強固な連結が困難である。即ち、ポート
部と連結させた場合の機密性の確保が困難であるという問題があった。
したがって、鉗子等の位置変更や着脱が容易な単孔式腹腔鏡手術用装置及び、腹腔内との
気密性を確保しつつ単孔式腹腔鏡手術用装置と連結・離脱容易な台座の開発が望まれてい
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】国際公開ＷＯ２００５／０８７１１２号公報
【特許文献２】特表２００８－５３８３０３号公報
【特許文献３】特表２００５－５３４３５４号公報
【非特許文献】
【００１３】
【非特許文献１】Asakuma M, Hayashi M, Komeda K, Shimizu T, Hirokawa F, Miyamoto 
Y, Okuda J, Tanigawa N. Impact of single-port cholecystectomy on postoperative p
ain.　Br J Surg. 2011 Jul;98(7):991-5. doi: 10.1002/bjs.7486. Epub 2011 Apr 27.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
本発明は、上記課題に鑑み創作されたものであり、小切開創部に取り付けて腹腔内にアク
セスするための単孔式腹腔鏡手術用装置であって、複数の鉗子や内視鏡等のデバイスを腹
腔内で容易に位置変更できるとともに抜挿も容易であり、さらに腹腔内と体外との気密性
を十分に確保し得るものの提供を目的とする。また、単孔式腹腔鏡手術において鉗子等の
デバイスを受容する単孔式腹腔鏡手術用装置に容易に連結・離脱させることができ、単孔
式腹腔鏡手術用装置の連結時には密封状態で鉗子等を腹腔内まで案内し得る腹腔内案内装
置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
また本発明は、
略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、
前記ドーム本体部の上表面に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート部と、
前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器具と連結・離脱可能な連結手段とを備え
、
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前記ドーム本体部は、手指力で延伸可能（捻り可能も含む）な樹脂材料で形成され、その
底部は小切開創部に対して直接又は小切開創部創縁保護器具を介して当接可能であり、
また、前記ポート部は、押圧することで棒状部材を前記ドーム本体部内部に挿入可能な受
容部を有する、単孔式腹腔鏡手術用装置を提供している。
【００１６】
本単孔式腹腔鏡手術用装置は、単孔式腹腔鏡手術の際に小切開創部に直接又は間接的に当
接させ、ドーム本体部の表面に設けられた複数のポート部に鉗子や内視鏡等のデバイスを
挿入することで腹腔内にアクセスするものである。この単孔式腹腔鏡手術用装置は、手指
力で延伸させることができるため、例えばポート部に複数の鉗子等のデバイスが挿入され
た状態で複数デバイスを片手で把持しながら捻ったりして腹腔内のポジションを変更する
ことができる。すなわち鉗子等のデバイスをポート部から抜挿することなく腹腔内ポジシ
ョンを変更することができる。したがって、気密性を確保しながら手術時間も短縮し得る
。
【００１７】
また、本単孔式腹腔鏡手術用装置の前記ポート部は、前記受容部の周囲を囲んで前記ドー
ム部本体と前記受容部とを仕切って連結する支持部を有し、該支持部は、前記受容部やド
ーム部本体より硬い、ことが好ましい。
【００１８】
この単孔式腹腔鏡手術用装置の場合、ポート部の周りにある程度硬い材質の支持部を設け
ているため、挿入された鉗子等のデバイスを傾斜・侵入させても支持部がデバイスを支え
ることができ、また、腹腔内に入ったまま鉗子等のデバイスを動かしても元のポジション
に戻したりし易い。
【００１９】
また、本単孔式腹腔鏡手術用装置の少なくとも前記ドーム本体部と前記ボート部とは、例
えばシリコーン樹脂で形成される。
【００２０】
上述するようにドーム部本体とポート部は可撓性を有する柔らかい材料であって、さらに
人体侵襲性も低い材質で形成する必要があり、代表的にはシリコーン樹脂が採用される。
シリコーン樹脂は、本単孔式腹腔鏡手術用装置に対して一般的に想定される滅菌方法であ
るガンマ線滅菌に耐性を有する点でも好ましい。
【００２１】
また、ポート部の受容部は、１つ又は複数の切込みを設けた孔塞ぎ弁を形成し、前記ドー
ム本体部の圧力が正圧となる方向に気密性が高い、ことが好ましい。
【００２２】
この単孔式腹腔鏡手術用装置によれば、ポート部の受容部が複数の切込みの孔塞ぎ弁で形
成されている。孔塞ぎ弁は、通常中心から放射状に１～３個の切り込みが設けられ、この
ポート部に鉗子等を押し込むと容易に挿入することができ、また、引き抜くことができる
。また、挿入した状態で弁が鉗子等の周囲を覆うため気密性も確保される。さらに、受容
部の前記孔塞ぎ弁は、通常、ドーム本体部内に凹んでおり、腹腔内に空気を充填した正圧
状態で膨らみが平衡的な状態になるように構成すれば、特に気密性が高く要求される腹腔
膨張時に最も気密性を確保することができる。
【００２３】
なお、前記ドーム本体部の底部と前記小切開創部創縁保護器具とは、互いに締結位置で嵌
合するようにそれぞれに設けられた凹部および凸部を嵌合わせることで締結することがで
きる。また、ドーム本体部の底部と前記小切開創部創縁保護器具とをネジ締結しても良い
。他に、前記ドーム本体部の底部と前記小切開創縁保護器具とを連結し、連結部外周にわ
たって巻きつけ可能な部材を配設しても良い。この部材の材質としては例えばゴムのごと
きが外科医にとって取り付けし易く、上述する気密性の確保をも満足し得る点で好ましい
。
【００２４】
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この締結を採用すると、ドーム部本体と小切開創部創縁保護器具（後述）とを簡単な構成
でしっかりと連結し気密性を確保することができる。
【００２５】
さらに、前記ドーム本体部は、透光性を有する、ことが好ましい。
【００２６】
このように透光性を有する材料を採用した本単孔式腹腔鏡手術用装置の場合、外科医が鉗
子等のデバイスを視認しながら手術することができる。
【００２７】
前記ドーム本体部は、その一部が前記ドーム本体部の他部よりも摩擦が少ない、ことが好
ましい。
【００２８】
ドーム本体部の一部が他部と比較して摩擦の少ない本単孔式腹腔鏡手術用装置の場合、前
記棒状部材との接触の際の摺動性が高まる。その結果、外科医が鉗子等のデバイスを滑ら
かに動かすことが可能となり、的確なデバイスの操作を伴う手術をすることができる。前
記ドーム本体部の一部のみを摩擦を小さくする加工をすることで、それにより透光性の減
少があっても、他の部分で透光性の確保ができているため外科医がデバイス等を視認しな
がら手術することができ、滑らかかつ視認できるデバイス等の操作が可能となる。
【００２９】
なお、一部の摩擦を低下させ摺動性を確保する方法としては、前記ドーム本体部の一部を
他の樹脂によるコーティングを施す方法又は一部をシボ加工する方法が良い。コーティン
グに用いる樹脂は、絶縁、耐湿、耐薬品の点でdixコーティング、PTFE（テフロン（登録
商標））コーティングが好ましい。また、摩擦を低下させる前記ドーム本体部の一部は、
前記ポート部であることが好ましい。ポート部のみを摩擦を低下させることで、摩擦を低
下させることによる前記ドーム本体部の透光性の減少がある場合でも、外科医がポート部
以外からデバイス等を視認しながら手術することができ、滑らかかつ視認できるデバイス
等の操作が可能となる。
【００３０】
前記ドーム本体部は、一つの前記ポート部が前記ドーム本体部の上表面上の略中心に配設
されている、ことが好ましい。
【００３１】
中心にポート部を配設した本単孔式腹腔鏡手術用装置の場合、挿入するデバイス等の可動
角度及び視野角度が大きくなり、外科医が的確にデバイス等を操作することが可能となる
。
【００３２】
前記ポート部は、その端部間が前記ドーム本体部の外部から内部にわたって形成される、
ことが良い。本単孔式腹腔鏡手術用装置では、一方の端部がドーム本体部の外部表面側に
設けられ、他方の端部ドーム本体部の内部表面に設けられている場合が例示される。すな
わち、ポート部が外表面から内部空間に向かって引っ込んだ形状を有している（逆に上述
するポート部ではポート部が外表面から外部空間に向かって突出する形状を含むことが理
解されよう）。
【００３３】
ドーム本体部の内部にわたってポート部を配設した本単孔式腹腔鏡手術用装置の場合、複
数のポート部から複数のデバイス等を挿入した際に、デバイス同士の接触が軽減され、外
科医が滑らかかつ的確にデバイス等を操作することが可能となる。
【００３４】
前記ポート部は、前記ポート部の内部軸方向に入れ子状に配設される中空形状のガイド部
材を備える、ことが好ましい。
【００３５】
ポート部の内側に中空形状のガイド部が配設された本単孔式腹腔鏡手術用装置の場合、挿
入したデバイス等はガイド部材により、挿入時の安定性が上昇する。従って、安定したデ



(8) JP WO2014/104373 A1 2014.7.3

10

20

30

40

50

バイスの挿入及び抜き差しが可能となり、摩擦による操作への影響も低下させることが可
能となる。
【００３６】
なお、前記ガイド部材のみ摩擦低下加工をする、ことが良い。摩擦の低下させる部分を前
記ガイド部材にのみにすることで、それにより透光性の減少があっても、他の部分で透光
性の確保ができているため外科医がデバイス等を視認しながら手術することができ、滑ら
かかつ視認できるデバイス等の操作が可能となる。
【００３７】
なお、前記ポート部は着色しても良く、緑色が好ましい。緑色に着色されたポート部を採
用した本単孔式腹腔鏡手術用装置の場合、外科医が緑の反対色である赤、代表的にはる血
の色を強調して視認することが可能となり、的確な鉗子等のデバイスの操作を伴う手術を
することができる。
【００３８】
また、第二の本発明は、外部から内部に鉗子等の棒状部材を挿入可能なドーム形状のドー
ム本体部を密封状態で担持して該棒状部材を腹腔内まで案内する単孔式腹腔鏡手術用の腹
腔内案内装置を提供する。この腹腔内案内装置では、小切開創部の表面に設置され、前記
ポート部に接続される環状部材と、該環状部材内に挿入されて外部から腹腔内まで連通さ
せる膜材で形成された筒状部材とを備えている。また、該記筒状部材は、腹腔側の端部近
傍以外は手指力で伸縮可能な材質で構成され、一方、腹腔側の端部近傍は他の部分より堅
い材質で構成されてその径が裾広がり状に拡大している。また、前記環状部材は、前記筒
状部材の外部側の端部の径よりもその径が大きく、前記ドーム本体部及び筒状部材よりも
堅い材質で形成され、外周に、前記筒状部材の外部側の端部を引っかけることができる溝
部分と、前記ポート部の開口部を雌又は雄として外側から結合し得る雄部分又は雄部分と
を有する。
【００３９】
第二の本発明の腹腔内案内装置によれば、まず鉗子等を挿入・抜去可能なドーム形状のド
ーム本体部を連結・分離可能な環状部分と、薄い膜状部材で形成された筒状部材(中空)を
準備とを準備する。筒状部材は小切開創部内に挿入するものであり、その一方の端部は腹
腔内に位置し、他方の端部は外側(体外)に位置するように配設される。また、筒状部材は
概ね手指力で伸縮自在な材料で形成されているが、腹腔側の端部は他より堅い材料で形成
されている。そして、腹腔側の端部は裾拡がりになっており径が大きく拡がっている。こ
れにより一旦、筒状部材を腹腔内に配設すると端部がストッパになって手術中に抜けてし
まうおそれがない。また、筒状部材の手指力で伸縮自在であるため外側端部を拡げると環
状部材の溝に引っかけるだけで環状部材と容易に連結でき、膜部材は引っかけた際に径方
向外側にテンションがかかった状態で径が拡がるため種々の大きさの小切開創部との間の
隙間を埋めて密閉性を確保することができる。
【００４０】
環状部材と筒状部材とが連結されたら環状部材による開口がそのまま腹腔内に連通してお
り、環状部材による開口以外は密閉性が確保された状態で固定されている。この状態でド
ーム本体部を環状部材に装着する。具体的には、環状部材の外周を被せるようにポート部
を装着する。ドーム本体部の底部開口に環状部材と連結できるように互いに結合できるよ
うな雌部分又は雄部分を有している。これによりドーム本体部を環状部材に容易に連結・
分離でき、密閉性も確保し得る。環状部材はドーム本体部と筒状部材とを連結するハブの
機能を有していることとなる。
【００４１】
また本腹腔内案内装置の一例（図１４～図２０参照）は、前記筒状部材の外部側の端部は
、手指力で外側に折り返して伸ばすことで径を拡大させることが可能であり、前記環状部
材の溝部分は、前記筒状部材の折り返した部分を外部側から引っかけることが可能な環状
の溝を形成する。
【００４２】
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この例の場合、環状部材に筒状部材を連結する際に、膜状である筒状部材の径をしっかり
拡大させて内側から折り返して（めくり返して）から環状部材に引っかける構成を採用す
るので、内径方向にしっかりテンションがかかった状態で環状部材と連結でき、さらには
筒状部材の外周壁が小切開創部に密着するので密閉性も確保し易い。
【００４３】
本腹腔内案内装置の他の例（図２１～図２２参照）では、前記筒状部材の外部側の端部は
、手指力で径方向にそのまま伸ばして拡大させることが可能であり、前記環状部材の溝部
分は、外周に、拡大させた筒状部材の端部を腹腔側から引っかけることが可能な環状の溝
を形成する。
【００４４】
この例では、環状部材に筒状部材を連結する際に、膜状である筒状部材の径を環状部材の
径より拡大させた状態でそのまま環状部材の外から引っかける構成を採用するので、簡単
に環状部材と連結できる。
【００４５】
なお、前記環状部材は、手指力で伸縮可能な材料であれば、ゴム等の樹脂が考えられる。
【００４６】
また、環状部材と連結するドーム本体部は、単孔式腹腔鏡手術の際に小切開創部に直接又
は間接的に当接させ、ドーム本体部の表面に設けられた複数のポート部に鉗子や内視鏡等
のデバイスを挿入することで腹腔内にアクセスするものであり、具体体に前記ポート部分
は、
略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、前記ドーム本体部の上表面に互いに所定間
隔開けて配設された複数のポート部と、前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器
具と連結・離脱可能な連結手段とを備え、前記ドーム本体部は、手指力で伸ばすことと捻
ることが可能な樹脂材料で形成され、その底部は開口部を形成し、該開口部を雌として外
側から前記環状部分の腹腔側底部に結合し得る雄部分を形成する。
【００４７】
このドーム本体部によれば、手指力で延伸させることができるため、例えばドーム本体部
に複数の鉗子等のデバイスが挿入された状態で複数デバイスを片手で把持しながら捻った
りして腹腔内のポジションを変更することができる。すなわち鉗子等のデバイスをポート
部から抜挿することなく腹腔内ポジションを変更することができる。したがって、気密性
を確保しながら手術時間も短縮し得る。
【００４８】
前記腹腔内案内装置は、その一部が前記腹腔内案内装置の他部よりも摩擦が少ない、こと
が好ましい。
【００４９】
腹腔内案内装置の一部が他部と比較して摩擦の少ない前記腹腔内案内装置の場合、前記棒
状部材との接触の際の摺動性が高まる。その結果、外科医が鉗子等のデバイスを滑らかに
動かすことが可能となり、的確なデバイスの操作を伴う手術をすることができる。前記腹
腔内案内装置の一部のみを摩擦を小さくする加工をすることで、それにより透光性の減少
があっても、他の部分で透光性の確保ができているため外科医がデバイス等を視認しなが
ら手術することができ、滑らかかつ視認できるデバイス等の操作が可能となる。
【００５０】
なお、一部の摩擦を低下させ摺動性を確保する方法としては、前記腹腔内案内装置の一部
を他の樹脂によるコーティングを施す方法又は一部をシボ加工する方法が良い。コーティ
ングに用いる樹脂は、絶縁、耐湿、耐薬品の点でdixコーティング、PTFE（テフロン（登
録商標））コーティングが好ましい。
【００５１】
前記腹腔内案内装置は、その内側が前記腹腔内案内装置の他部よりも摩擦が少ない、こと
が好ましい。
【００５２】
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腹腔内案内装置の内側が他部と比較して摩擦の少ない前記腹腔内案内装置の場合、前記棒
状部材との接触の際の摺動性が高まる。その結果、外科医が鉗子等のデバイスを滑らかに
動かすことが可能となり、的確なデバイスの操作を伴う手術をすることができる。前記腹
腔内案内装置の内側のみを摩擦を小さくする加工をすることで、接触の際の摺動性を確保
しつつ、それにより透光性の減少があっても、他の部分で透光性の確保ができているため
外科医がデバイス等を視認しながら手術することができ、滑らかかつ視認できるデバイス
等の操作が可能となる。
【００５３】
なお、前記環状部材又は筒状部材は着色しても良く、緑色が好ましい。緑色に着色された
ポート部を採用した本腹腔内案内装置の場合、外科医が緑の反対色である赤即ち血の色を
強調して視認することが可能となり、的確な鉗子等のデバイスの操作を伴う手術をするこ
とができる。
【００５４】
前記単孔式腹腔鏡手術用装置において使用される前記小切開創部創縁保護器具は、本発明
の腹腔内案内装置である、ことが好ましい。
【００５５】
本発明の単孔式腹腔鏡手術用装置と腹腔内案内装置を組み合わせることで、外科医は容易
に本発明を使用することができ、十分な気密性及び容易な鉗子等のデバイス操作が可能と
なる。
【発明の効果】
【００５６】
上述するように本発明の単孔式腹腔鏡手術用装置によれば、複数の鉗子や内視鏡等のデバ
イスを腹腔内で容易に位置変更できるとともに抜挿も容易であり、単孔式腹腔鏡手術の時
間も短縮化し得る。また、本単孔式腹腔鏡手術用装置は、腹腔内と体外との気密性を十分
に確保することができる。また本発明の腹腔内案内装置によれば、単孔式腹腔鏡手術用の
ドーム本体部に容易に連結・離脱させて使用されることでき、密封得状態でポート部を小
切開創部に位置決めしながら鉗子等を腹腔内に案内することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の本単孔式腹腔鏡手術用装置の第一実施形態が示されており、（ａ）の斜
視図が示され、（ｂ）にその平面図が示されている。
【図２】（ａ）は図１（ａ）の正面図が示されており、（ｂ）には図２（ａ）のラインＡ
－Ａに沿った断面図が示されている。
【図３】（ａ）には図１～図２の単孔式腹腔鏡手術用装置およびこれと連結する小切開創
部創縁保護器具の一例の斜視図が示されており、（ｂ）にはその平面図が示されている。
【図４】図３（ａ）の正面図が示されており、（ｂ）には図４（ａ）のラインＡ－Ａに沿
った断面図が示されている。
【図５】本発明の本単孔式腹腔鏡手術用装置の第二実施形態が示されており、（ａ）はそ
の斜視図が示され、（ｂ）には平面図が示されている。
【図６】（ａ）は図５（ａ）の正面図が示されており、（ｂ）には（ａ）のラインＡ’－
Ａ’に沿った断面図が示されている。
【図７】図５～図６の本単孔式腹腔鏡手術用装置の第二実施形態およびこれと連結する小
切開創部創縁保護器具の一例の斜視図が示されており、（ｂ）はその平面図が示されてい
る。
【図８】他の単孔式腹腔鏡手術用装置の実施形態の斜視図が示されている。
【図９】さらに他の単孔式腹腔鏡手術用装置の実施形態の斜視図が示されている。
【図１０】さらに他の単孔式腹腔鏡手術用装置の実施形態の斜視図が示されている。
【図１１】さらに他の単孔式腹腔鏡手術用装置の実施形態の斜視図が示されている。
【図１２】図１１のポート部を部分拡大した正面断面図が示されている。
【図１３】ガイド部の部分拡大図が示されている。
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【図１４】本発明の本単孔式腹腔鏡手術用装置の第一実施形態が示されており、（ａ）の
斜視図が示され、（ｂ）にその平面図が示されている。
【図１５】（ａ）は図１（ａ）の正面図が示されており、（ｂ）には図２（ａ）のライン
Ａ－Ａに沿った断面図が示されている。
【図１６】本発明の腹腔内案内装置にポート部を装着する前の状態の斜視図である。
【図１７】筒状部材の上端部の径を伸ばした状態を示しており、（ａ）はその斜視図、（
ｂ）は（ａ）のラインＸ－Ｘに沿った断面図である。
【図１８】本腹腔内案内装置にポート部を装着した状態の斜視図を示している。
【図１９】図５に示したポート部の装着後の本腹腔内案内装置のラインＹ－Ｙに沿った断
面図を示しており、（ａ）は断面図全体、（ｂ）は（ａ）の領域ａに示す部分の拡大図で
ある。
【図２０】環状部材の一例の斜視図が示されている。
【図２１】本発明の腹腔内案内装置の他の実施形態であり、その腹腔内案内装置にポート
部を装着する前の状態の斜視図である。
【図２２】図２１に示したポート部の装着後の本腹腔内案内装置の断面図を示しており、
（ａ）は断面図全体、（ｂ）は（ａ）の領域ａに示す部分の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
以下、本発明の具体的な実施形態について例示説明する。
図１～図４には、本発明の本単孔式腹腔鏡手術用装置の第一実施形態が示されており、図
１（ａ）はその斜視図が示され、（ｂ）には平面図が示されている。また、図２（ａ）は
図１（ａ）の正面図が示されており、（ｂ）には図２（ａ）のラインＡ－Ａに沿った断面
図が示されている。また、図３は図１～図２の単孔式腹腔鏡手術用装置の第一実施形態お
よびこれと連結する小切開創部創縁保護器具の一例の斜視図が示されており、（ｂ）はそ
の平面図が示されている。さらに、図４は図３（ａ）の正面図が示されており、（ｂ）に
は図２（ａ）のラインＡ－Ａに沿った断面図が示されている。
【００５９】
図１～図４に示すように、第一実施形態の単孔式腹腔鏡手術用装置１０は概ね、ドーム部
本体１２と、３個のポート部１４と、底部１６とで構成された蓋状部材である。まず主部
材となるドーム部本体１２は、文字通りドーム形状であり、シリコン樹脂等の薄い外郭１
２ａで形成されている。ドーム部本体１２には３箇所にポート部１４が設けられ、それぞ
れ互いに軸線Ｏ（図１（ｂ）、図２（ａ）参照）に対して１２０°のピッチで等間隔に配
列されている。また、ポート部１４は上下方向に中央よりやや上方に配設されている。
【００６０】
また、本単孔式腹腔鏡手術用装置１０はドーム部本体１２の下縁に後述の他の部品（小切
開創部創縁保護器具）と連結するための連結部１６が設けられている。この連結部１６の
底部が小切開創部に直接又は小切開創部創縁保護器具を介して小切開創部に被せられる。
また、各ポート部１４は、ドーム部本体１４の外表面に設けられ、鉗子等を押し込んだら
内部に延伸する鉗子等の受容部１４ａを有する。この受容部１４ａには円中心から放射状
に３つ切り込みが入れられており、ストローを差し込むがごとき鉗子等のデバイスを挿入
する。さらに、ポート部１４は受容部１４ｂとドーム部本体１２との間には両者よりも硬
い支持部１４ｃを有している。
【００６１】
上述するように本単孔式腹腔鏡手術用装置１０は単孔式腹腔鏡手術において小切開創部に
上から被せ、鉗子や内視鏡をポート部１４から挿入し小切開創部を経て腹腔内にアクセス
させるデバイスである。したがって、ポート部１４はその受容部１４ａに鉗子等を押し込
むと切り込みが開いてドーム内に侵入する。また、鉗子等の挿入時に切り込み１４ｃは鉗
子等にぴったりとくっついて気密性を担保している。
【００６２】
また、単孔式腹腔鏡手術では腹腔内に空気を充填するが、空気充填したときにドーム内に
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は正圧（図２（ｂ）→Ｙ参照）が作用し、ドーム部本体１２も膨張する。このとき、正圧
（矢印Ｙ）が作用するとポート部１４の受容部１４ａにも正圧が作用する。このとき受容
部１４ａも外部方向（矢印Ｙ方向）に膨張するが、受容部１４ａは膨張時に平衡状態、す
なわち外郭１２ａと同程度又は超えない程度の径方向距離になるように、通常時は内部に
凹んでいることが好ましい。
【００６３】
このように内部方向に凹んでいると鉗子等の挿入時に切り込み１４は内部方向に突出して
鉗子等にひっついており、鉗子等をポート部１４から抜き出す方が大きな力を要する。さ
らに受容部１４ａの切り込みは、非使用時（非挿入時）には塞がれて気密性も確保してい
る。その意味で、受容部１４ａは鉗子等のデバイスを挿入容易でありながら抜け落ちを防
止することができ、さらに気密性をも担保し得る孔塞ぎ弁と言うことができる。
【００６４】
また、上述したようにポート部１４はその周囲の支持部１４ｂが比較的硬く作られている
ためポート部１４に挿入された鉗子等のデバイスの転倒の防止になったり、片手で複数の
デバイスを把持した場合であっても不作為に位置ずれことを防止することができる。その
一方、ドーム部本体１２の外郭１２ａは容易に延伸可能な材質であるため、各ポート部１
４に鉗子等のデバイスが挿入された状態で上下方向に動かすこともでき、さらには複数の
ポート部１４にデバイスが挿入された状態で捻ったりすることもできる（図１（ｂ）矢印
ｚ参照）。したがって、抜挿することなくデバイスの先端を腹腔内の所望の位置に移動さ
せることができ、手術時間の短縮化にも寄与する。
【００６５】
ポート部１４は透光性を有する材料が採用される。これにより腹腔鏡手術中の鉗子等の位
置や操作状況が明確になる。
【００６６】
次に、図３～図４を参照すれば本単孔式腹腔鏡手術用装置１０に小切開創部創縁保護器具
１８を連結した様子が示されている。なお、本明細書でこの小切開創部創縁保護器具１８
は本発明の単孔式腹腔鏡手術用装置１０の周辺器具ゆえ簡単に説明するに止まる。小切開
創部創縁保護器具１８は腹腔内外を通って小切開創部創縁に固定され、体外側で本単孔式
腹腔鏡手術用装置１０を固定する台座として機能するものである。小切開創部創縁保護器
具１８は、その底部１８ａが横方向（体軸および体幅方向）に拡がっており、その上部も
同様に拡がっている（図３（ａ）皿状部１８ｃ参照）。詳細には図示しないが、皿状部１
８ｃ（又は小切開創部創縁保護器具１８）にはその外周にドーム本体部１２の底部１６が
被せられ、これにより本単孔式腹腔鏡手術用装置１０が小切開創部創縁保護器具１８に連
結される。図３～図４の例では、本単孔式腹腔鏡手術用装置１０の底部を外側、小切開創
部創縁保護器具１８の皿状部１８ｃの内側にして嵌合・締結する。
【００６７】
図示しないが皿状部１８ｃは軸線方向中心（図１（ｂ）および図４（ａ）の符号Ｏ参照）
に開口が設けられている。また、皿状部１８ｃと底部１８ａとの間は中空の連結柱１８ｂ
により所定距離を離間させて結合している、したがって、皿状部１８ｃの開口は連結柱１
８ｂと底部１８ａを経由して腹腔内に貫通している。これによってポート部１４から挿入
された鉗子や内視鏡を腹腔内にアクセスさせることができる。連結柱１８ｂで離間した所
定距離は小切開創部創縁の厚みに対応させたものであり、底部１６（又は皿状部１８ｃ）
と底部１８ａとで小切開創部創縁を挟持・保持する。なお、詳細には図示しないが皿状部
１８ｃにはさらに中空先細りテーパ状のカラー部材１８ｄを入れ子状内側に介挿させても
良い(図３（ａ）参照)。鉗子等のデバイスを良好に案内するためである。なお、小切開創
部創縁保護器具１８についても概ね透光性を有する材料で構成する方が好ましい。
【００６８】
次に、図５～図７には、本発明の本単孔式腹腔鏡手術用装置の第二実施形態が示されてお
り、図５（ａ）はその斜視図が示され、（ｂ）には平面図が示されている。また、図６（
ａ）は図５（ａ）の正面図が示されており、（ｂ）には図６（ａ）のラインＡ’－Ａ’に
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沿った断面図が示されている。また、図７は図５～図６の単孔式腹腔鏡手術用装置の第二
実施形態およびこれと連結する小切開創部創縁保護器具の一例の斜視図が示されており、
（ｂ）はその平面図が示されている。
【００６９】
図５～図７には第二実施形態の単孔式腹腔鏡手術用装置２０が示されており、第一実施形
態と同様に概ねドーム部本体２２と、３個のポート部２４と、底部２６とで構成されてい
る。図５～図７において図１～図４の参照番号と下１桁が同一の部材は同様の部材を意味
している。主部材となるドーム部本体２２も同様にドーム形状であり、シリコン樹脂等の
薄い外郭２２ａで形成されている。また、ドーム部本体２２も３箇所に同ピッチで等間隔
にポート部２４が設けられている。本単孔式腹腔鏡手術用装置２０はドーム部本体２２の
下縁に小切開創部創縁保護器具２８との連結部２６が設けられている。また、各ポート部
２４は、ドーム部本体２４の外表面から突出して設けられ、その受容部２４ａは鉗子等を
押し込んだら内部に延伸する。また、受容部２４ａに放射状の切り込みが入れられている
点も第一実施形態１０と同様である。ただし、ポート部２４は受容部２４ｂとドーム部本
体２２との間には両者よりも硬い支持部２４ｃを有しているが、この支持部２４ｃはドー
ム部本体２２の外表面から上方に突出する筒形状を構成する。
【００７０】
したがって、通常、ポート部２４は受容部２４ａを上方に向けて起立しており、鉗子等の
デバイスは上方からドーム部本体２２の内部に侵入する。このとき支持部２４ｂが多少硬
いということと相俟って支持部２４ｂは挿入初期段階で鉗子等のデバイスを適正にガイド
することができる。受容部２４ａは鉗子等を押し込ませ切り込みを開くことで鉗子等をド
ーム内に案内すること、切り込み２４ｃにより鉗子等挿入時の気密性を確保すること、も
第一実施形態と同様である。
【００７１】
さらにドーム部本体２２を膨張させ内部に正圧が作用したときに受容部２４ａが通常時程
度の膨張にみせるために受容部２４ａは通常時に内部に凹んでいることが好ましい点も同
様である。なお、ポート部２４も透光性を有する材料が採用される。
【００７２】
次に、図７を参照すれば図３～図４と同様に本単孔式腹腔鏡手術用装置２０に小切開創部
創縁保護器具２８を連結した様子が示されている。小切開創部創縁保護器具２８は腹腔内
外から小切開創部創縁に挟持固定し、体外側で本単孔式腹腔鏡手術用装置２０を固定する
台座として機能するものであり、基本的に図３～図４の小切開創部創縁保護器具１８と同
様の構成ゆえ説明を省略する。
【００７３】
さらに、図８～図１０には、他の単孔式腹腔鏡手術用装置の実施形態の斜視図が示されて
いる。図８～図１０においても図１～図１０の参照番号と下１桁が同一の部材は同様の部
材を意味している。これらの実施形態では、図１～図７と特に異なる単孔式腹腔鏡手術用
装置のドーム部本体およびポート部の形状についてのみ言及する。
【００７４】
図８～図９には第三実施形態の単孔式腹腔鏡手術用装置３０およびその変形例が示されて
いる。本ドーム部本体３２は、半球状を超えて球状の３／４程度の形状を有している。す
なわち、上下方向の略中心に位置する最大径部３７より底部３６の径の方が小さい。また
、ポート部３４は、ドーム部本体３４の外表面から突出して設けられる点は第二実施形態
２０と同様であるが支持部３４ｃはドーム部本体３２の上部外表面から上方に突出する筒
形状を構成している。なお、図８に示す第三実施形態の単孔式腹腔鏡手術用装置３０では
、ポート部３４は３つ配設されており、その変形例である図９の単孔式腹腔鏡手術用装置
３０’ではポート部３４’が等間隔に４つ配設されている。
【００７５】
次に、図１０には第四実施形態の単孔式腹腔鏡手術用装置４０が示されている。本ドーム
部本体４２は、底部４６から上端４７に向かって先細りするテーパ形状の中空筒部材であ
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る。また、ポート部４４は、ドーム部本体４４の上部表面４９から上方に突出する筒形状
を構成している点も第二および第三実施形態３０，４０と同様ある。なお、図１０に示す
第四実施形態の単孔式腹腔鏡手術用装置４０では、ポート部４４は等間隔に３つ配設され
ているが、図９のポート部３４のように４つ配設しても良い。
【００７６】
次に図１１（ａ）には第５実施形態の単孔式腹腔鏡手術用装置２０が示されている。ドー
ム本体部２０は、４個のガイド付きポート部２４’と、ドーム部本体２２と底部２６とで
構成されている。ガイド付きポート部２４’はガイド付きポート本体部２４’ ａとガイ
ド付きポート支持部２４’ｂとで構成され、はガイド部２５を備える。図１１（ｂ）には
ガイド付きポート部２４’の部分断面図が示されている。図１１（ｃ）にはガイド部２５
の部分拡大図が示されており、ガイド部２５は、ガイド本体部２５ａとガイド受容部２５
ｂとから構成される。
【００７７】
図１１（ａ）において、図１～図４の参照番号と下１桁が同一の部材は同様の部材を意味
している。主部材となるドーム部本体２２も同様にドーム形状であり、シリコン樹脂等の
薄い外郭２２ａで形成されている。また、ドーム部本体２２も３箇所に同ピッチで等間隔
にガイド付きポート部２４’が設けられている。さらに、ドーム部本体２２の表面上の略
中央近傍にガイド付きポート部２４’が設けられている。本単孔式腹腔鏡手術用装置２０
はドーム部本体２２の下縁に小切開創部創縁保護器具２８との連結部２６が設けられてい
る。また、ガイド付きポート部２４’は略筒形状であり、その上端部がドーム部本体２４
の外側空間に、下端部がドーム部本体２４の内部空間に位置するように配設されている。
【００７８】
図１１（ｂ）において説明する。
ガイド付きポート部２４’は、略筒形状のガイド付きポート本体部２４’ ａと、後述す
るガイド部２５を引っ掛けるように把持し連結できるガイド付きポート支持部２４’ ｂ
から構成され、内部にガイド部２５を備えている。前記ガイド付きポート支持部２４’ 
ｂはガイド付きポート本体部２４’ ａの上端近傍の内側に連結して配設され、ガイド付
きポート本体部２４’ ａよりも径が小さい略筒形状である。前記ガイド付きポート支持
部２４’ ｂは、図に示すようにつば形状のガイド部２５を引っ掛けるように把持し、ガ
イド部２５に連結している。ガイド部２５は、ガイド受容部２５ｂをガイド付きポート部
２４’の上端部近傍に引っ掛けるように配設され連結されている。ガイド本体２５の軸線
方向の長さは、ガイド付きポート部２４’ の軸線方向の長さと比較して略同一であるが
、長くても良い。
【００７９】
図１１（ｂ）及び（ｃ）において説明する。
前記ガイド部２５は、中空の略円筒形状のガイド本体部２５ａと、前記ガイド本体部２５
ａの上端部に連結されている、軸線方向の長さがガイド本体部２５ａと比較して短い略円
柱状のガイド受容部２５ｂとで構成される。ガイド本体部２５ａは、前記ガイド付きポー
ト支持部２４’ ｂの内径と略同一の、外径を有する。前記ガイド受容部２５ｂは、ガイ
ド付きポート本体部２４’の内径と略同一の外径を有する略円柱形状であり、上端部を除
き中空であり、その中空部分の内径は前記ガイド本体部２５ａの内径と略同一である。前
記ガイド受容部２５ｂは、その上端部表面上に１つ又は複数の放射状ガイド切れ込み２５
ｃを備える。
【００８０】
ガイド本体部２５ａの材料はドーム部本体２２で用いられている樹脂よりも硬い樹脂であ
り、プラスティック等である。ガイド受容部２５ｂの材料は、受容部１４ａと同様、シリ
コン樹脂などである。
【００８１】
外科医は、前記ガイド受容部２５ｂに備える前記ガイド切れ込み２５ｃから鉗子等を挿入
し、前記ガイド本体部を通って腹腔へとアクセスできる。
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【００８２】
次に、第二の本発明の具体的な実施形態について例示説明する。
まず、前提としてこの本発明の腹腔内案内装置を取り付けるポート部について例示説明す
る。
図１４～図１５には、ドーム本体部の一例が示されており、図１４（ａ）はその斜視図が
示され、（ｂ）には平面図が示されている。また、図１５（ａ）は図１４（ａ）の正面図
が示されており、（ｂ）には図１５（ａ）のラインＡ－Ａに沿った断面図が示されている
。
【００８３】
図１４～図１５に示すように、ドーム本体部１０は概ね、ドーム部本体１２と、３個のポ
ート部１４と、底部１６とで構成された蓋状部材である。まず主部材となるドーム部本体
１２は、文字通りドーム形状であり、シリコン樹脂等の薄い外郭１２ａで形成されている
。ドーム部本体１２には３箇所にポート部１４が設けられ、それぞれ互いに軸線Ｏ（図１
４（ｂ）、図１５（ａ）参照）に対して１２０°のピッチで等間隔に配列されている。ま
た、ポート部１４は上下方向に中央よりやや上方に配設されている。
【００８４】
また、ドーム本体部１０はドーム部本体１２の下縁に後述の本発明の腹腔内案内装置（小
切開創部創縁保護器具）と連結するための連結部１６が設けられている。この連結部１６
の底部が本腹腔内案内装置と連結して切開創部に被せられる。また、各ポート部１４は、
ドーム部本体１２の外表面に設けられ、鉗子等を押し込んだら内部に延伸する鉗子等の受
容部１４ａを有する。この受容部１４ａには円中心から放射状に３つ切り込みが入れられ
ており、ストローを差し込むがごとき鉗子等のデバイスを挿入する。さらに、ポート部１
４は受容部１４ｂとドーム部本体１２との間には両者よりも硬い支持部１４ｃを有してい
る。
【００８５】
ドーム本体部１０は単孔式腹腔鏡手術において小切開創部に上から被せ、鉗子や内視鏡を
ポート部１４から挿入し小切開創部を経て腹腔内にアクセスさせるデバイスである。した
がって、ポート部１４がその受容部１４ａに鉗子等を押し込むと切り込みが開いてドーム
内に侵入する。また、鉗子等の挿入時に切り込み１４ｃは鉗子等にぴったりとくっついて
気密性を担保している。
【００８６】
また、単孔式腹腔鏡手術では腹腔内に空気を充填するが、空気充填したときにドーム内に
は正圧（図１５（ｂ）→Ｙ参照）が作用し、ドーム部本体１２も膨張する。このとき、正
圧（矢印Ｙ）が作用するとポート部１４の受容部１４ａにも正圧が作用する。このとき受
容部１４ａも外部方向（矢印Ｙ方向）に膨張するが、受容部１４ａは膨張時に平衡状態、
すなわち外郭１２ａと同程度又は超えない程度の径方向距離になるように、通常時は内部
に凹んでいることが好ましい。なお、図１４図１５のドーム本体部１０では空気の充填口
・放出口を省略して表記しているが、実際には図１６以降に示すように示すように充填口
、放出口が存在する（詳細は後述）。
【００８７】
このように内部方向に凹んでいると鉗子等の挿入時に切り込み１４は内部方向に突出して
鉗子等にひっついており、鉗子等をポート部１４から抜き出す方が大きな力を要する。さ
らに受容部１４ａの切り込みは、非使用時（非挿入時）には塞がれて気密性も確保してい
る。その意味で、受容部１４ａは鉗子等のデバイスを挿入容易でありながら抜け落ちを防
止することができ、さらに気密性をも担保し得る孔塞ぎ弁と言うことができる。
【００８８】
また、上述したようにポート部１４はその周囲の支持部１４ｂが比較的硬く作られている
ためポート部１４に挿入された鉗子等のデバイスの転倒の防止になったり、片手で複数の
デバイスを把持した場合であっても不作為に位置ずれことを防止することができる。その
一方、ドーム部本体１２の外郭１２ａは容易に延伸可能な材質であるため、各ポート部１
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４に鉗子等のデバイスが挿入された状態で上下方向に動かすこともでき、さらには複数の
ポート部１４にデバイスが挿入された状態で捻ったりすることもできる（図１４（ｂ）矢
印ｚ参照）。したがって、抜挿することなくデバイスの先端を腹腔内の所望の位置に移動
させることができ、手術時間の短縮化にも寄与する。
【００８９】
ポート部１４は透光性を有する材料が採用される。これにより腹腔鏡手術中の鉗子等の位
置や操作状況が明確になる。
【００９０】
次に、図１６を参照すれば、本発明の腹腔内案内装置３０にドーム本体部１０を装着する
前の状態が示されている。本腹腔内案内装置３０は、概ね環状部材３２と中空の筒状部材
３４とから構成されている。まず、筒状部材３４のベース３４ｄを折り畳んで小切開創部
２４に挿入していき中間部３４ｂが腹壁２６内に挿入された状態で再び腹腔２８内でベー
ス３４ｄを開放する。したがって、筒状部材３４は中空であるためその上端部３２から中
間部３４ｂ、裾部３４ｃを介してベース３４ｄまでが連痛している。ただし、この状態で
は未だ上端部３４～ベース３４ｄまでが潰れた状態であることが多い。筒状部材３４の上
端部３４ａは中間部３４ｂよりは径が大きいが環状部材３２の内径よりは小さい。そして
、上端部３４ａのエッジ３４ｅは断面が略球状になるように形成されている（後述）。
【００９１】
また、筒状部材３４の裾部３４ｃは腹腔２８側に向かって径が拡がるテーパ形状でありそ
のまま平板状の底部３４ｆにつながっていく。そして、腹腔２８側の端部は筒状部材３４
の他の部分よりも堅い材質のベース３４ｄが形成される。したがって、堅いベース３４ｄ
の存在により筒状部材３４は軸方向に位置決めされ、外側（図１６の上方向）に引き出さ
れないこととなる。なお、筒状部材３４は概ねゴム等の樹脂材料で形成されている。
【００９２】
筒状部材３４が配設されるとこれと小切開創部２４を囲むように腹壁２８の皮膚２６ａ状
に環状部材３２が配設される。環状部材３２は、筒状部材３４やドーム本体部１０よりも
堅い材質、例えばクロロプレンゴムで形成される。堅い環状部材３２をハブとしてドーム
本体部１０と筒状部材３４とを連結させるものだからである。
【００９３】
筒状部材３２はその上端部３４ａの径を手指力伸ばしながら外側に折り畳んで環状部材３
２の側部に引っかけることとしている（矢印Ｂ参照）。
図１７は、筒状部材３２の上端部の径を伸ばした状態を示しており、（ａ）はその斜視図
、（ｂ）は（ａ）のラインＸ－Ｘに沿った断面図である。また、図１８は本腹腔内案内装
置３０にドーム本体部１０を装着した状態（腹壁２６は省略）の斜視図を示している。さ
らに、図１９は図１８に示したドーム本体部１０の装着後の本腹腔内案内装置３０のライ
ンＹ－Ｙに沿った断面図を示しており、（ａ）は断面図全体、（ｂ）は（ａ）の領域ａに
示す部分の拡大図である。
【００９４】
筒状部材３４の上端部３４ａを手指力で伸ばすと図１７に示すように上端部３４ａの径が
大きく拡がり、これに伴って中間部３４ｂの径も拡大する。したがって、上端部３４ａを
拡げていくと中間部３４ｂが小切開創部２４に密着していき気密性を確保することができ
る。図１７、図１９に示すように上端部３４ａのエッジ３４は断面が略球状を有している
。このエッジ３４の形状は、元来略球状であっても良いが、上端部３４ａを外側に何回か
折り返しながら巻いて略球状を構成しても良い。腹壁２６の厚みに応じて筒状部材３４の
中間部の長さを調整するためである。さらに、略球状になったエッジ３４ｅを外側に径を
拡げながら環状部材３２の外周で折り返してエッジ３４eを環状部材３２の溝部分３２ａ
に受容させる。
【００９５】
また、図１９からもわかるように筒状部材３４が環状部材３２に装着された後にドーム本
体部１０が環状部材３２に連結される。ドーム本体部１０の底部１０ａは他の部分よりも
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堅くなっており、エッジ１０ｂが内側に突出する形状を有し、薄肉部分１０ｃと相まって
環状部材３２に対する雌部分となる。一方、環状部材３２はその底部３２ｂが略球形状を
形成し、前記雌部分に対する雄部分を形成する。したがって、環状部材３２とドーム本体
部１０とは容易に着脱可能に連結される。
【００９６】
なお、図１６～図１９に示すようにドーム本体部１０にはドーム本体部１０内に外部から
空気を流入させ、腹腔２８内に空気充填するための吸気口２０が設けられている。腹腔２
８内に空気が充填されると同時に筒状部材３４のベース３４ｄも確実に開放され、軸方向
（図の上下方向）に筒状部材３４が抜けにくくなる。また、ここでの筒状部材３４のベー
ス３４ｄの硬度はＨｓ８０～１００°程度である。
【００９７】
また、図２０には具体的な環状部材３２の一例の斜視図が示されている。上述するように
環状部材３２は溝部分３２ａ、底部３２ｂが設けられているが、ここではさらに周方向に
一定角度ごとに軸方向の切欠３２ｃが設けられている。上述するように筒状部材３４のエ
ッジ３４ｅは上端部３４ａを巻き込んで形成しており、また径を大きく拡げて環状部材３
２に引っかけているため巻き込みや引っかけの際に捻りや皺等が生じることがあり、これ
を吸収する溝部分３２ａの余剰スペースが必要となる。ドーム本体部１０との隙間をも考
慮するとさらにその要請が大きい。したがって、一定角度ごとに切欠３２ｃを設けること
としている。
【００９８】
次に、図２１～図２２に本発明の腹腔内案内装置の他の実施形態が示されている。図８は
、腹腔内案内装置の他の実施形態であり、その腹腔内案内装置３０’にドーム本体部１０
を装着する前の状態の斜視図である。また、図２２は図２１に示したドーム本体部１０の
装着後の本腹腔内案内装置３０’の断面図を示しており、（ａ）は断面図全体、（ｂ）は
（ａ）の領域ａに示す部分の拡大図を示している。図２１～図２２において図１～図７と
同一の参照番号を付与している部材は同一の部材であり、類似（例えば３０と３０’）の
参照番号を付与している部材は同一機能を有する部材である。
【００９９】
図２１～図２２からも理解されるように本腹腔内案内装置３０’は図１６～図２０の腹腔
内案内装置３０と同様に、概ね環状部材３２’と中空の筒状部材３４’とから構成されて
いる。まず、筒状部材３４’のベース３４’ｄを折り畳んで小切開創部２４に挿入してい
き中間部３４’ｂが腹壁２６内に挿入され、上端部３２’から中間部３４’ｂを介してベ
ース３４’ｄまでが連痛している点も同様である。さらに、筒状部材３４’の上端部３４
’ａは中間部３４’ｂよりは径が大きいが環状部材３２’の内径よりは小さく、上端部３
４’ａのエッジ３４’ｅが略球状断面を有すること、筒状部材３４’は腹腔２８’側に向
かって径が拡がるテーパ形状でありそのまま平板状を形成して他の部分よりも堅い材質の
ベース３４’ｄが形成される点も同様である。
【０１００】
しかしながら、筒状部材３４’の上端部３４’ａのエッジ３４’ｅの環状部材３２’への
引っかけ方が異なる。図２１～図２２の例ではまず、エッジ３４’ａを長さ調整しながら
巻き込んで、そして径を手指力で拡げながらそのまま下方から（腹腔側から）環状部材３
２’の外周に装着する（矢印Ｄ参照）。環状部材３２’の外周にはエッジ３２‘ｅを受容
する溝部分３２’ａが設けられている。これにより小切開創部２４に中間部３４’ｂが密
着し、腹腔２８内から環状部材３２’の上開口までの気密性を確保し得る点は図１６～図
２０と同様である。
【０１０１】
筒状部材３４’が環状部材３２’に装着されると環状部材３２’にドーム本体部１０を取
り付ける。この取り付け方については前記腹腔内案内装置３０と同様であり上記図１３の
説明を参照する。
【０１０２】
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以上、本発明の単孔式腹腔鏡手術用装置及び腹腔内案内装置についての実施形態およびそ
の概念について説明してきたが本発明はこれに限定されるものではなく特許請求の範囲お
よび明細書等に記載の精神や教示を逸脱しない範囲で他の変形例、改良例が得られること
が当業者は理解できるであろう。
【符号の説明】
【０１０３】
１０ 単孔式腹腔鏡手術用装置（ドーム本体部）
１２ ドーム部本体
１２ａ　外郭
１４ ポート部
１４ａ　受容部
１４ｂ　支持部
１４ｃ　切り込み
１６ 底部
１８ 小切開創部創縁保護器具
１８ａ　底部
１８ｂ　連結柱
１８ｃ　皿状部
１８ｄ　カラー部材
２０　吸気口
２２　排気口
２４　小切開創部
２４’　ガイド付きポート部
２４’ａ　ガイド付きポート本体部
２４’ｂ　ガイド付きポート支持部
２５　ガイド部
２５ａ　ガイド本体部
２５ｂ　ガイド受容部
２５ｃ　ガイド切り込み
２６　腹壁
２８　腹腔
３０、３０’　腹腔内案内装置
３２、３２’　環状部材
３２ａ、３２’ａ　溝部分
３２ｂ、３２’ｂ　底部
３４、３４’　筒状部材
３４ａ、３４’ａ　上端部
３４ｂ、３４’ｂ　中間部
３４ｃ、３４’ｃ　裾部
３４ｄ、３４’ｄ　ベース
３４ｅ、３４’ｅ　エッジ
３４ｆ、３４’ｆ　平板
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【図２０】 【図１】

【図２】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２１】 【図２２】

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月13日(2016.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
また、第二の本発明は、外部から内部に鉗子等の棒状部材を挿入可能な略半球形状または
曲面形状のドーム本体部を密封状態で担持して該棒状部材を腹腔内まで案内する単孔式腹
腔鏡手術用の腹腔内案内装置を提供する。この腹腔内案内装置では、小切開創部の表面に
設置され、前記ポート部に接続される環状部材と、該環状部材内に挿入されて外部から腹
腔内まで連通させる膜材で形成された筒状部材とを備えている。また、該記筒状部材は、
腹腔側の端部近傍以外は手指力で伸縮可能な材質で構成され、一方、腹腔側の端部近傍は
他の部分より硬い材質で構成されている。また、前記環状部材は、前記筒状部材の外部側
の端部の径よりもその径が大きく、前記ドーム本体部及び筒状部材よりも硬い中実材質で
形成され、その外周に、前記筒状部材の外部側の端部を引っかけることができる溝部分と
、前記ポート部の開口部を雌又は雄として外側から結合し得る雄部分又は雄部分とを有す
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
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第二の本発明の腹腔内案内装置によれば、まず鉗子等を挿入・抜去可能なドーム形状のド
ーム本体部を連結・分離可能な環状部分と、薄い膜状部材で形成された筒状部材(中空)と
を準備する。筒状部材は小切開創部内に挿入するものであり、その一方の端部は腹腔内に
位置し、他方の端部は外側(体外)に位置するように配設される。また、
筒状部材は概ね手指力で伸縮自在な材料で形成されているが、腹腔側の端部は他より硬い
中実材料で形成されている。これにより一旦、筒状部材を腹腔内に配設すると端部がスト
ッパになって手術中に抜けてしまうおそれがない。また、筒状部材は手指力で伸縮自在で
あるため外側端部を拡げると環状部材の溝に引っかけるだけで環状部材と容易に連結でき
、膜部材は引っかけた際に径方向外側にテンションがかかり、種々の大きさの小切開創部
との間の隙間を埋めて密閉性を確保することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、
前記ドーム本体部の上表面近傍に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート部と、
前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器具と連結・離脱可能な連結手段とを備え
、
前記ドーム本体部は、延伸可能な樹脂材料で形成され、その底部は小切開創部に対して直
接又は小切開創部創縁保護器具を介して当接可能であり、
また、前記ポート部は、押圧することで棒状部材を前記ドーム本体部内部に挿入可能な受
容部を有する、ことを特徴とする単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項２】
前記ポート部は、前記受容部の周囲を囲んで前記ドーム部本体と前記受容部とを仕切って
連結する支持部を有し、該支持部は、前記受容部やドーム部本体より硬い、ことを特徴と
する請求項１に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項３】
少なくとも前記ドーム本体部と前記ポート部とは、シリコーン樹脂で形成される、ことを
特徴とする請求項１又は２に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項４】
前記ポート部の受容部は、１つ又は複数の切込みを設けた孔塞ぎ弁を形成し、前記ドーム
本体部の圧力が正圧となる方向に気密性が高い、ことを特徴とする請求項１～３のいずれ
か１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項５】
前記ドーム本体部の底部と前記小切開創部創縁保護器具とは、互いに締結位置で嵌合する
ようにそれぞれに設けられた凹部および凸部を嵌合わせることで締結する、ことを特徴と
する請求項１～４のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項６】
前記ドーム本体部は、透光性を有する、ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に
記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項７】
前記ドーム本体部と前記ポート部の一部が、前記ドーム本体部と前記ポート部の他部と比
較して摩擦が少ない、ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の単孔式腹腔
鏡手術用装置。
【請求項８】
前記ドーム本体部は、一つの前記ポート部が前記ドーム本体部の上表面上の略中心に配設
されている、ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用
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装置。
【請求項９】
前記ポート部は、筒形状であり、前記ドーム本体部の表面から前記ドーム本体部の外側空
間に突出して形成される、ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の単孔式
腹腔鏡手術用装置。
【請求項１０】
前記ポート部は、筒形状であり、
前記ドーム本体部の表面から前記ドーム本体部の外側空間に突出して形成される、下端の
開口部が前記ドーム本体部内部空間に位置決めされている、ことを特徴とする請求項１～
８のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項１１】
前記ポート部は、前記ポート部の内部軸方向に入れ子状に配設される中空形状のガイド部
材を備える、ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術
用装置。
【請求項１２】
小切開創部創縁保護器具は、
略半球形状または曲面形状の前記ドーム本体部を密封状態で担持して該棒状部材を腹腔内
まで案内する単孔式腹腔鏡手術用の腹腔内案内装置であって、
小切開創部の表面に設置され、前記ドーム本体部に接続される環状部材と、
該環状部材内に挿入されて外部から腹腔内まで連通させる膜材で形成された筒状部材とを
備えており、
該記筒状部材は、
腹腔側の端部近傍以外は伸縮可能な材質で構成され、一方、腹腔側の端部近傍は硬い材質
で構成されており、
また、前記環状部材は、
前記筒状部材の外部側の端部の径よりもその径が大きく、前記ドーム本体部及び筒状部材
よりも硬い中実材質で形成され、その外周に、前記筒状部材の外部側の端部を引っかける
ことができる溝部分と、前記ドーム本体部の開口部を雌又は雄として外側から結合し得る
雄部分又は雌部分とを有する。
ことを特徴とする、腹腔内案内装置。
【請求項１３】
前記筒状部材の外部側の端部は、外側に折り返して伸ばすことで径を拡大させることが可
能であり、
前記環状部材の溝部分は、前記筒状部材の折り返した部分を外部側から引っかけることが
可能な環状の溝を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１４】
前記筒状部材の外部側の端部は、径方向にそのまま伸ばして拡大させることが可能であり
、
前記環状部材の溝部分は、外周に、拡大させた筒状部材の端部を腹腔側から引っかけるこ
とが可能な環状の溝を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２か１３のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１５】
前記環状部材は、ゴムを含む樹脂材料であることを特徴とする、請求項１２～１４に記載
の腹腔内案内装置。
【請求項１６】
前記腹腔内案内装置の一部が、前記腹腔内案内装置の他部と比較して摩擦が少ないことを
特徴とする請求項１２～１５のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１７】
前記腹腔内案内装置の内側が、前記腹腔内案内装置の他部と比較して摩擦が少ないことを
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特徴とする請求項１２～１６のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１８】
前記ポート部分は、略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、
前記ドーム本体部の上表面近傍に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート部と、
前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器具と連結・離脱可能な連結手段とを備え
、
前記ドーム本体部は、伸ばすことと捻ることが可能な樹脂材料で形成され、その底部は開
口部を形成し、該開口部を雌として外側から前記環状部分の腹腔側底部に結合し得る雄部
分を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２～１７のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１９】
前記単孔式腹腔鏡手術用装置は、前記小切開創部創縁保護器具が請求項１２に記載の腹腔
内案内装置である、ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の単孔式腹腔
鏡手術用装置。
 
【手続補正書】
【提出日】平成28年5月6日(2016.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
また、第二の本発明は、外部から内部に鉗子等の棒状部材を挿入可能な略半球形状または
曲面形状のドーム本体部を密封状態で担持して該棒状部材を腹腔内まで案内する単孔式腹
腔鏡手術用の腹腔内案内装置を提供する。この腹腔内案内装置では、小切開創部の表面に
設置され、前記ポート部に接続される環状部材と、該環状部材内に挿入されて外部から腹
腔内まで連通させる膜材で形成された筒状部材とを備えている。また、該記筒状部材は、
腹腔側の端部近傍以外は手指力で伸縮可能な材質で構成され、一方、腹腔側の端部近傍は
他の部分より硬い材質で構成されている。また、前記環状部材は、前記筒状部材の外部側
の端部の径よりもその径が大きく、前記ドーム本体部及び筒状部材よりも硬い中実材質で
形成され、その外周に、前記ドーム本体部の開口部の底部を外側から被せて結合し得る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
第二の本発明の腹腔内案内装置によれば、まず鉗子等を挿入・抜去可能なドーム形状のド
ーム本体部を連結・分離可能な環状部分と、薄い膜状部材で形成された筒状部材(中空)と
を準備する。筒状部材は小切開創部内に挿入するものであり、その一方の端部は腹腔内に
位置し、他方の端部は外側(体外)に位置するように配設される。また、
筒状部材は概ね手指力で伸縮自在な材料で形成されているが、腹腔側の端部は他より硬い
中実材料で形成されている。これにより一旦、筒状部材を腹腔内に配設すると端部がスト
ッパになって手術中に抜けてしまうおそれがない。また、筒状部材は手指力で伸縮自在で
あるため外側端部を拡げて環状部材の底部をドーム本体部に被せるだけでドーム本体部と
環状部材とを容易に連結でき、膜部材は引っかけた際に径方向外側にテンションがかかり
、種々の大きさの小切開創部との間の隙間を埋めて密閉性を確保することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
また、環状部材と連結するドーム本体部は、単孔式腹腔鏡手術の際に小切開創部に直接又
は間接的に当接させ、ドーム本体部の表面に設けられた複数のポート部に鉗子や内視鏡等
のデバイスを挿入することで腹腔内にアクセスするものであり、具体体に前記ポート部分
は、
略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、前記ドーム本体部の上表面に互いに所定間
隔開けて配設された複数のポート部と、前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器
具と連結・離脱可能な連結手段とを備え、前記ドーム本体部は、手指力で伸ばすことと捻
ることが可能な樹脂材料で形成され、その底部は開口部を形成し、該開口部を外側から被
せて前記環状部分の腹腔側底部に引っかけることで結合させるような形状を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、
前記ドーム本体部の上表面近傍に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート部と、
前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器具と連結・離脱可能な連結手段とを備え
、
前記ドーム本体部は、延伸可能な樹脂材料で形成され、その底部は小切開創部に対して直
接又は小切開創部創縁保護器具を介して当接可能であり、
また、前記ポート部は、押圧することで棒状部材を前記ドーム本体部内部に挿入可能な受
容部を有する、ことを特徴とする単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項２】
前記ポート部は、前記受容部の周囲を囲んで前記ドーム部本体と前記受容部とを仕切って
連結する支持部を有し、該支持部は、前記受容部やドーム部本体より硬い、ことを特徴と
する請求項１に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項３】
少なくとも前記ドーム本体部と前記ポート部とは、シリコーン樹脂で形成される、ことを
特徴とする請求項１又は２に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項４】
前記ポート部の受容部は、１つ又は複数の切込みを設けた孔塞ぎ弁を形成し、前記ドーム
本体部の圧力が正圧となる方向に気密性が高い、ことを特徴とする請求項１～３のいずれ
か１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項５】
前記ドーム本体部の底部と前記小切開創部創縁保護器具とは、互いに締結位置で嵌合する
ようにそれぞれに設けられた凹部および凸部を嵌合わせることで締結する、ことを特徴と
する請求項１～４のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項６】
前記ドーム本体部は、透光性を有する、ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に
記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項７】
前記ドーム本体部と前記ポート部の一部が、前記ドーム本体部と前記ポート部の他部と比
較して摩擦が少ない、ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の単孔式腹腔
鏡手術用装置。
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【請求項８】
前記ドーム本体部は、一つの前記ポート部が前記ドーム本体部の上表面上の略中心に配設
されている、ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用
装置。
【請求項９】
前記ポート部は、筒形状であり、前記ドーム本体部の表面から前記ドーム本体部の外側空
間に突出して形成される、ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の単孔式
腹腔鏡手術用装置。
【請求項１０】
前記ポート部は、筒形状であり、
前記ドーム本体部の表面から前記ドーム本体部の外側空間に突出して形成される、下端の
開口部が前記ドーム本体部内部空間に位置決めされている、ことを特徴とする請求項１～
８のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術用装置。
【請求項１１】
前記ポート部は、前記ポート部の内部軸方向に入れ子状に配設される中空形状のガイド部
材を備える、ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の単孔式腹腔鏡手術
用装置。
【請求項１２】
小切開創部創縁保護器具は、
略半球形状または曲面形状の前記ドーム本体部を密封状態で担持して該棒状部材を腹腔内
まで案内する単孔式腹腔鏡手術用の腹腔内案内装置であって、
小切開創部の表面に設置され、前記ドーム本体部に接続される環状部材と、
該環状部材内に挿入されて外部から腹腔内まで連通させる膜材で形成された筒状部材とを
備えており、
該記筒状部材は、
腹腔側の端部近傍以外は伸縮可能な材質で構成され、一方、腹腔側の端部近傍は硬い材質
で構成されており、
また、前記環状部材は、
前記筒状部材の外部側の端部の径よりもその径が大きく、前記ドーム本体部及び筒状部材
よりも硬い中実材質で形成され、その外周に、前記ドーム本体部の開口部の底部を
外側から被せて結合し得る、
ことを特徴とする、腹腔内案内装置。
【請求項１３】
前記筒状部材の外部側の端部は、外側に折り返して伸ばすことで径を拡大させることが可
能であり、
前記環状部材の溝部分は、前記筒状部材の折り返した部分を外部側から引っかけることが
可能な環状の溝を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１４】
前記筒状部材の外部側の端部は、径方向にそのまま伸ばして拡大させることが可能であり
、
前記環状部材の溝部分は、外周に、拡大させた筒状部材の端部を腹腔側から引っかけるこ
とが可能な環状の溝を形成する、
ことを特徴とする、請求項１２か１３のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１５】
前記環状部材は、ゴムを含む樹脂材料であることを特徴とする、請求項１２～１４に記載
の腹腔内案内装置。
【請求項１６】
前記腹腔内案内装置の一部が、前記腹腔内案内装置の他部と比較して摩擦が少ないことを
特徴とする請求項１２～１５のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
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【請求項１７】
前記腹腔内案内装置の内側が、前記腹腔内案内装置の他部と比較して摩擦が少ないことを
特徴とする請求項１２～１６のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１８】
前記ポート部分は、略半球形状または曲面形状のドーム本体部と、
前記ドーム本体部の上表面近傍に互いに所定間隔開けて配設された複数のポート部と、
前記ドーム本体部の底部に小切開創部創縁保護器具と連結・離脱可能な連結手段とを備え
、
前記ドーム本体部は、伸ばすことと捻ることが可能な樹脂材料で形成され、その底部は開
口部を形成し、該開口部を外側から被せて前記環状部分の腹腔側底部に引っ掛けることで
結合させるような形状を有する、
ことを特徴とする、請求項１２～１７のいずれか１項に記載の腹腔内案内装置。
【請求項１９】
前記単孔式腹腔鏡手術用装置は、前記小切開創部創縁保護器具が請求項１２に記載の腹腔
内案内装置である、ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の単孔式腹腔
鏡手術用装置。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种单孔腹腔镜手术装置，其能够容易地在腹腔中
使用诸如多个钳子和内窥镜的装置并且充分地确保气密性。 阿本单孔式
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多个端口隔开预定距离彼此所述圆顶主体部的表面上，并且连接装置能
够与圆顶体底部的小切口伤口部位伤口保护装置连接和断开。圆顶体由
可拉伸的树脂材料形成，其底部可直接或通过小切口缠绕边缘保护装置
抵靠小切口伤口。此外，端口部分具有接收部分，该接收部分可以通过
按压将杆状构件插入圆顶主体部分中。
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